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精神疾患の基礎知識講座（令和6年度） 第5回を終えて 

 

 

残り 2回となりました。 ぜひ参加してみませんか。 

【第 6回】  令和 7年 1月 11日（土）午後 1時 30分から 4時 

北区総合社会福祉会館 7階大会議室で。 

「心のサポーター養成研修について」「ボランティアの役割について」 

【第 7回】  令和 7年 1月 26日（日）午後 2時から 4時 

北区総合社会福祉会館 7階研修室で。 

日本福祉大学青木聖久教授に講座の総括となるお話をしていただきます。 

 

 

 

令和 6年 12月 14日（土）午後 1時 30分から 4時 北区総合社会福祉会館 7階 大会議室 

46名のご参加がありました。ありがとうございました。 

① 障害のある人の就労について 

【講師】 なごや障害者就労・生活支援センター 伊藤氏 

障害者雇用促進法に基づいて全国に設置され、名称の真ん中に「・」があるので通称「ナカポ

ツ」と呼ばれる支援機関の役割についてお話をしていただきました。  

様々な関係機関と連携を取りながら、就業面と生活面との一体的な支援を行い、また雇用主

からのニーズにも対応しているそうです。希望者には通院同行や支援員がついての実習体験

も可能で、支援経験から実習体験を経た方の方が、定着率が良いという印象があるというこ

とでした。働き方は千差万別です。自分に合った働き方を探すときに大変心強いサポートとな

ってくれるはずです。 

② ピアサポーターについて 

【講師】 社会福祉法人親愛の里 就労継続支援 B型事業所ジョブサポートフォルテ 片桐氏 

名古屋市の精神障害者ピアサポート活用事業の枠内での事業説明でした。 

「ピア」とは「仲間」「対等」という意味合いで、退院への動機づけと一般市民への普及 

啓発を目的に、自分の体験談を直接伝えるというのがその内容です。事前調整や同 

行、振り返り等支援者と共に展開しているそうです。 

「当事者だからこそ、伝えられる言葉がある」という意義深さがある一方で、区によって活動内

容にばらつきがある、活動する機会が限られているという課題についてもお話いただきまし

た。回を重ねるにつれて、当事者の人生の振り返りにも確実に寄与している印象があると強調

されたことが、力強く思われました。まだ道半ば、大きく育っていってほしい事業です。 

                                    （文責：神原） 
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